
4つのＡＩ活用

・ 既存業務の効率化や高度化
今まで人が対応していた業務をＡＩで置き換えたり、人をＡＩでアシストする

・ ＡＩによる新規サービスの立ち上げ
ＡＩでデータ分析を行い、その結果を利用して新サービスを創造する

冷蔵庫メーカが生命保険会社と競合する！？

・ ビジネスのスケールアップ加速
ＡＩによりビジネスをスケールアップさせる

・ リアル世界のインテリジェント化
ＡＩを適用すれば根本から改善できるサービスは何か？
東大松尾先生・・・ＡＩの深化によりモノやサービスが目を持つようになる
(交通状況に合わせて、信号をダイナミックに切り替える、など)

誰もが高度に知識にアクセスする時代
知識からスピードの時代へ・・・ＡＩで加速 2位ではダメ

ＡＩによる自動化 と ネットワーク効果
正確で迅速な判断・・・予測による先読み

AMAZONではユーザーが商品を購入する前に、
出荷を行うサービスを準備中



土木分野での
ＡＩの適用例





道路や橋のひび割れを、人にかわって人工知能が点検

人工知能を使って検出した結果
正解率 80%程度

従来法による検出した結果
正解率 12%程度

産業技術綜合研究所／東北大学／首都高速技術の共同研究
人工知能によるひび割れ検出Webサービスを無料で公開

出典：Newton 別冊「ゼロからわかる人工知能」 2018



JR東日本も電車の自動運転に向けて、車両、架線、線路、周辺地図などのデータを取得開始



Newsweek日本版 2016.5.17  「人工知能は人間を超えたか」



週間東洋経済 「AI時代に勝つ子負ける子」 2018/5/12号



単純な
仕事が
なくなる

IoT, AIが
進むと人余り

日経ビジネス 2017年7月



ＡＩの適用例 製造業 工場、倉庫、運用が変わる

ドイツのインダストリー 4.0 が発端
あらゆる種類の製造機器をICTを活用して、最適化して生産性を大きく向上
世界中で同様の取り組み
アメリカ GE中でIIC (Industrial Internet Consortium)
日本 機械学会「つながる工場」のIVI (Industrial Value‐chain Initiative)
中国 中国製造2025  中国の躍進

日本はロボット出荷台数で中国に抜かれ、稼働台数でも2016年に抜かれる
ドイツ企業は、Industry 4.0を中国に導入したい

製造業における重要事項・・・少量多品種生産（顧客ニーズ）・・・ＡＩによる生産計画
センサーやＡＩを活用することで従来とは異なるコンセプトを持つロボットの登場
（ＡＩを活用した生産支援協働型ロボットバクスター・・・ルンバ掃除機の会社）

日本もファナックが追随している
ドイツのインダストリー 4.0の目標は、製造業をサービス業化すること
モノを販売して終わるビジネスモデルから脱却、製品に付加価値を付けて売上げを向上
定期点検・・・CBM (Condition Based Maintenance)  対象物の状況に合わせて維持管理

機械設備や車にセンサーを付けて使用状況、壊れ方など確認し、補修を行うＡＩ活用

工場内だけでなく、倉庫においてもＡＩの導入が進んでいる ＝＞ 物流現場の革新
クレーン方式からロボットピックアップシステムへ・・・照明・空調不要

＝＞ さらに医療、農業、セキュリティ分野へのＡＩ活用に進んでいく



インダストリー 4.0  ドイツ・欧米型
抜きんでた人依存・・・エリートチームが企画や戦略を練り、ブルーカラーが

決められた役割を忠実にこなすという動態
生産性は上がるが、格差が生じ易い

日本型？
大部屋でみんなが顔を合わせ、知恵を出し合って企画をまとめるという文化

現場の一人ひとりが考え、それぞれの力を結集・結束させることが強み

日本の現場には、個々の人がこだわりを持って突き詰めようとする傾向があ
る。これは過剰な創意工夫となり生産性が下がりやすいという負の側面があ
るが、優れた技を持った”匠”を生み出す土壌となってきた。

”匠”の存在 ーーー＞ ＡＩ化
？？ AIに任せきりになると、”匠”を生み出すメカニズムが消える

進化しなくなる？

一方、日本企業では、足元の忙しさに忙殺されて、自分が担当する
仕事しか見えていない、前後左右のことを考えられない人が増えてい
る。対処するには、IoT, AI といった技術を活用し、学習速度を上げ、視
野を広げる



松尾豊：人工知能は人間を超えるかディープラーニングの先にあるもの (角川EPUB選書)

ＡＩ (人工知能)技術の変遷と盛衰

深層学習(ディープラーニング）の世代へ



第一次AIブーム
ルールベースのAI
論理的

第二次AIブーム
エクスパートシステム・・・目的に応じた専用マシン
ニューラルネットワーク・・・汎用・精度が上がらない
データマイニング・・・特徴抽出・クラスター分け

第三次AIブームー現在 ー> そろそろピークか？
確率・統計的手法(ベイズの定理を用いた推論）

大量のデータが必要ーー＞ビッグデータ
Google検索(検索の窓口・・頻度の多いもの)、Amazon検索

機械学習(自律的推論ーニューラルネットワーク）
マシン・ラーニング, 多層NN Deep Learning
ビッグデーターー＞ニューラルネットワークのチューニング
Siri(Apple)、Symantec検索(Google), Amazon(グラフ)検索など
(次世代の入力インターフェイス 音声 主導権争い)

AI手法の時代変遷

Breakthrough
(Deep Learning)



月刊インターフェース 2017.8 ラズパイで初体験！ディープラーニング



週刊東洋経済 2017.7.8号



機械学習、

ニューラルネットワーク、

ディープ･ラーニング

（深層学習）の

基礎知識



機械学習が注目される理由

2012年に機械学習の一種であるディープラーニング（深層学習）という
アプローチを用いて、大幅な画像認識の精度の改善が達成された。
2016年にGoogle傘下のDeepMindの開発した「AlphaGo」が囲碁の世
界チャンピオンを破った。・・・画像認識の精度向上

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



機械学習とは何か?
簡単にいえば、「データからパターンやルールを機械自身に見つけさせ

る仕組み」
”100％の精度を達成することはほとんど出来ない”

データから観測できない情報や正解データ自体の曖昧さ・ばらつきなどに
より機械学習の識別や予測の結果と実際の結果はある程度のずれを持
つ。・・・「誤差」

機械学習とルールベースの比較

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



データと前処理について

行と列を持つ表形式のデータ

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



非構造化データ：画像データに対する機械学習

画像はピクセルという小さなデータの集合体で構成されている
カラー画像ならRGBのそれぞれの数値としてピクセルに記録されてお
り、たとえば、640X320ピクセルのカラー画像は、横に640ピクセル、
縦に320ピクセルの画像となる。ピクセルごとに3色分、全部で
614,400個の情報で画像が構成されている。ディープラーニングでは、
画像のピクセルごと情報を全て入力として学習、推論を行う。

「画像分類」：画像に写っている物体を特定のカテゴリーに分類するタスク
「物体検出」：特定の物体が画像内のどこに写っているかを検出するタスク
「シーン理解」：画像がどのような状況を意味しているかを識別するタスク

「シーン理解」タスクが、最も高度で難しい。・・・自動運転などへの適用



非構造化データ：自然言語データに対する機械学習

他のデータ形式と同様に、文章を数値的なデータとして表現する必要
がある。代表的な表現方法は「Bag of Words」と呼ばれるもので、文章ご

とに単語の出現数をカウントし、文章と対応する単語の要素を列として
表形式で表現する。

英語では単純であるが、日本語は複雑で難しい。

形態素解析の例 出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



過学習について：
学習データに対してのみ適合した学
習を行ってしまうこと

・学習データに対しては分類や予測
の精度が高いが、別のデータに適用
してみると、学習データに示した程の
精度を示さない状況

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



ニューラルネットワークとディープラーニング

さまざまなディープラーニング関連のモデル

ディープラーニングとは、ニューラルネットワークの層を多数重ねたもの

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



プログラミング言語：代表的なもの Python

機械学習に必要な数値計算を高速で行う「NUmpy」、機械学習のライブラリー
であるのライブラリーである「scikit‐learn」、ブラウザ上でインタラクティブにプ
ログラミングを進めることが出来る「Jupyter Notebook」、Googleのオープン
ソース「Tensor Flow」が利用できる

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



主なオープンソースの
機械学習のライブラリー
／言語

機械学習に必要なストレージと
計算資源

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



構造化データの質

そもそものデータの
間違い、カラムのズ
レ、数値の丸め誤
差、さまざま

同じデータでありながら表現が異なるもの

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



前処理の必要性

機械学習においては、モデル構築が最も大変と思わ
れがちですが、多くの場合、前処理の工数に最も時
間がかかる。モデル構築は、学習アルゴリズムを適
用するだけで済むが、前処理は問題によって適切な
加工方法が異なるためである。

画像処理の場合、識別に用いる領域を切り抜く処理
や大きさを揃える処理が必要となる。

自然言語の場合は、適切な形態素解析を行うための
「辞書」と呼ばれる単語リストが必要となる。



実践編 人工知能が実際に使われている応用例

自然言語処理 たとえば 音声認識、言語の翻訳など

出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本



出典 韮原祐介：機械学習プロジェクトの教本


